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lg.

設置

1.

革のためだけに動物の命を奪うことはありません。動物
は食肉用として育てられ、その際に出る皮を無駄にせず
活用しているのが革製品です。昔から「命を余すことなく使
う」文化があり、それは今も続くサステナブルな活動です。

Q&Aピッグスキン

「革のために動物を殺している」
という誤解

2.

牛や豚はお肉として食卓に届くだけでなく、皮や脂、
骨なども化粧品や医療品、油脂、コラーゲン、ゼラチン、
肥料などに活用されています。革はその一部であり、
命を生かす循環の中にあります。

命を余すことなく活用している

お肉を食べる限り皮は必ず出ます。日本だけでも年間
約100万頭分の牛皮があり、捨てれば大量の二酸化炭素
を排出します。革を別の素材で代替すると逆に環境負荷
が増えることもあり、革を製品にすることは脱炭素に貢献
する循環です。

4.

安価な人工素材は見た目は良くても長持ちしない
場合が多く、買い替えや廃棄で環境に負担をかけ
ます。一方で革は丈夫で長く使えるため、結果的に
地球にやさしい素材といえます。

 「代替素材の方がエコ」という誤解

5.

2024年3月、日本産業規格（JIS）が改定され、
「皮本来の繊維構造をほぼ保ち、腐敗しないよ
うになめした動物の皮」と定義されました。これに
より、リンゴやサボテンなどを使った素材を「〇
〇革」、「〇〇レザー」と表示することはできなく
なりました。この改定は国際規格とも一致して
おり、消費者の誤解・混乱を防ぎ、国際的な用語
の統一による相互理解・消費者保護のための動
きです。ただし罰則はなく、実際の対応は業界や
小売業者に委ねられていますが、動物由来以外
の素材を「〇〇革」「〇〇レザー」  と表示するこ
とは、景品表示法の優良誤認とみ なされる     
可能性もあります。

「革」「レザー」と呼べるのは
動物由来だけ

3.「革をやめれば温室効果ガスが減る」
という誤解
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